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１

　   

教
員
養
成
系
の
大
学
に
勤
め
て
い
る
せ
い
か
、
中
学
社
会
や
高
校
の
歴
史
教
科
書

に
何
が
ど
う
書
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
は
敏
感
で
あ
る
。
自
身
の
研
究
室
に
は

中
学
社
会
や
高
校
の
歴
史
教
科
書
を
ほ
ぼ
全
社
揃
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ

の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
中
高
一
貫
校
）
の
代
表
的
な
教
科
書
ま
で
取
り
寄
せ
、
授
業
に

活
用
し
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
。

と
り
わ
け
高
校
の
世
界
史
教
科
書
の
内
容
は
、
こ
の
三
〇
年
で
大
き
く
変
わ
っ

た
。「
オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
国
は
、
そ
の
多
民
族
性
を
考
慮

さ
れ
て
現
在
で
は「
オ
ス
マ
ン
帝
国
」と
な
っ
て
い
る
し
、「
地
理
上
の
発
見
の
時
代
」

は
、
あ
ま
り
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
な
見
方
と
し
て
、
現
在
で
は
「
大
航
海

時
代
」「
大
交
易
時
代
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
が
大
半
だ
。
同
僚
の
先
生
に
、我
々

が
高
校
生
の
時
に
習
っ
た
「
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
」
と
い
う
表
記
は
、
最
新
版

の
教
科
書
で
は
消
え
て
い
る
の
で
す
よ
と
言
う
と
、
驚
か
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
る
（
最
新
版
で
は
「
ゲ
ル
マ
ン
人
の
大
移
動
」）。
も
っ
と
も
東
ド
イ
ツ
の
最
高
指

導
者
の
一
人
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
が
、
最
近
の
教
科
書
で
は
「
ホ
ネ
カ
」「
ホ
ネ
カ
ー
」

な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
い
ま
だ
に
馴
染
め
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
が
。

　
さ
て
本
書
は
、
そ
う
し
た
高
校
の
世
界
史
や
日
本
史
の
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
西
洋

史
・
東
洋
史
と
日
本
史
を
結
び
つ
け
、
各
国
史
で
は
な
く
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
関
係
性
を
重
視
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
視
点
か
ら
、
二
〇
世
紀
の
歴

史
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
著
者
の
前
著
『
教
養
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
』（
二
〇
一
八
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）の
続
編
に
あ
た
る
。
本
書
の「
お
わ
り
に
」

で
は
、
ほ
ぼ
一
九
世
紀
で
終
わ
っ
て
い
る
前
著
の
発
刊
後
、「
二
〇
世
紀
以
降
も
書

い
て
ほ
し
い
」「
続
編
を
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
評
者
も
研

究
会
で
著
者
と
同
席
し
た
際
に
、
そ
う
し
た
発
言
を
し
た
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も

な
い
。

              

２

さ
て
、
そ
れ
で
は
本
書
の
構
成
を
ま
ず
紹
介
し
て
お
こ
う
。

         

は
じ
め
に

         

プ
ロ
ロ
ー
グ　
二
〇
世
紀
前
夜
の
世
界

         

第
一
章　
人
種
主
義
と
民
族
主
義
の
拡
大
―
一
九
〇
〇
年
代

         

第
二
章　
革
命
と
戦
争
の
世
界
―
一
九
一
〇
年
代

         

第
三
章　
平
和
と
協
調
の
模
索
―
一
九
二
〇
年
代

         

第
四
章　
奈
落
へ
と
お
ち
る
世
界
―
一
九
三
〇
年
代

         

第
五
章　
世
界
の
破
滅
、
終
わ
ら
な
い
戦
争
―
一
九
四
〇
年
代

         
第
六
章　
核
の
恐
怖
か
ら
平
和
共
存
へ
―
一
九
五
〇
年
代

         
第
七
章　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
の
抵
抗
―
一
九
六
〇
年
代

         

第
八
章　
現
代
世
界
の
転
換
期
―
一
九
七
〇
年
代

         

第
九
章　
民
主
化
の
ド
ミ
ノ
―
一
九
八
〇
年
代

         

第
十
章　
地
域
の
分
裂
と
統
合
―
一
九
九
〇
年
代

　
▼
書
評

北
村
厚
著
『
20
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
　
　
　
―
大
人
の
た
め
の
現
代
史
入
門

―
』 

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
九
月
、
三
七
三
頁
、
二
八
〇
〇
円
＋
税
）　

　
　
　
西
田
　
慎
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エ
ピ
ロ
ー
グ　
二
一
世
紀
の
世
界

        
お
わ
り
に

以
下
で
は
各
章
ご
と
に
概
要
を
紹
介
し
て
い
く
が
、
網
羅
的
な
紹
介
で
は
な
く
、

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
紹
介
・
コ
メ
ン
ト
し
て
い
き
た
い
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
現
在
の
高
校
世
界
史
の
教
科
書
、
と
り
わ
け
そ
の
二
〇
世

紀
以
降
の
記
述
が
、
各
国
史
の
寄
せ
集
め
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
本
来
の
意

味
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
、
本
書
は
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
二
〇
世
紀
の
歴
史
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て

再
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
宣
言
さ
れ
る
。
な
お
本
書
は
す
べ
て
現
行
の
高
校
歴

史
教
科
書
の
内
容
に
準
拠
し
て
お
り
、
そ
れ
を
超
え
る
内
容
は
基
本
的
に
扱
わ
な
い

旨
も
記
さ
れ
る
。

続
く
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
欧
米
列
強
が
植
民
地
支
配
を
拡

大
し
て
い
っ
た
こ
と
、そ
の
背
景
に
は
植
民
地
支
配
を
肯
定
す
る
「
文
明
化
の
使
命
」

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
と
、
白
人
に
よ
る
有
色
人
種
に
対
す
る
き
わ
め
て
強
固
な
差
別
意

識
、
人
種
主
義
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
欧
米
列
強
に
よ
る
主
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
分
割
と
植

民
地
化
の
動
き
と
共
に
、
そ
れ
に
反
発
す
る
民
族
主
義
の
運
動
が
拡
大
し
て
い
く

一
九
〇
〇
年
代
が
描
か
れ
る
。
本
章
で
は
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
世
界
分
割

の
動
き
を
、従
来
の
よ
う
に「
パ
ン・ゲ
ル
マ
ン
主
義
」や「
３
Ｂ
政
策
」「
３
Ｃ
政
策
」

で
説
明
す
る
手
法
は
採
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
賢
明
で
あ
る
。『
角
川
世
界
史
辞
典
』

の
「
３
Ｃ
政
策
」
の
項
目
を
見
る
と
、「
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
概
説
書
や
教
科

書
で
戦
前
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
用
語
」
だ
が
、「
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
で

こ
れ
ら
の
用
語
が
使
わ
れ
た
証
拠
は
確
認
で
き
ず
、
今
日
の
欧
米
の
歴
史
学
界
に
お

い
て
も
未
知
の
概
念
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
た
だ
し
多
く
の
教
科
書
で
、
こ
れ

ら
の
言
葉
が
い
ま
だ
に
載
っ
て
い
る
以
上
、な
ぜ
「
パ
ン・ゲ
ル
マ
ン
主
義
」
や
「
３

Ｂ
政
策
」「
３
Ｃ
政
策
」
の
用
語
が
適
切
で
は
な
い
か
と
い
う
説
明
が
あ
れ
ば
、
よ

り
親
切
で
あ
る
と
思
う
。

　
第
二
章
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
、
と
り
わ
け
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
結
果
、
及

び
ロ
シ
ア
革
命
と
そ
の
影
響
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
第
一
次
世
界
大
戦
に

関
し
て
、
そ
れ
ま
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
た
し
か
に
ド
イ
ツ
統
一
戦
争
以
来
四
〇
年

以
上
戦
争
を
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
は
け
っ
し
て
戦
争
を
し

て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
（
四
五
頁
）。
南
ア
フ
リ
カ
、
中
国
、

ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
領
、
リ
ビ
ア
な
ど
で
、
戦
争
は
た
え
ま
な
く
展
開
さ
れ
、
し
か

も
そ
れ
は
白
人
の
わ
ず
か
な
犠
牲
に
対
し
て
非
白
人
を
近
代
兵
器
に
よ
っ
て
殺
戮
し

て
い
く
非
対
称
戦
争
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
戦
争
の
あ
り
方
は
、
一
つ

の
戦
い
ご
と
に
何
万
と
い
う
兵
士
が
近
代
兵
器
に
よ
っ
て
容
赦
な
く
殺
戮
さ
れ
る
よ

う
に
、
そ
の
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ

た
。

　
第
三
章
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
が
描
か
れ
る
。
そ
の
一
九
二
〇
年
代

は
、矛
盾
し
た
二
つ
の
方
向
性
を
抱
え
て
い
た
。
一
つ
は
、「
戦
争
は
も
う
ご
め
ん
だ
」

と
、
平
和
と
国
際
協
調
の
構
築
を
目
指
す
方
向
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
ク
ー
デ
ン
ホ
フ

の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
や
、
独
仏
の
歴
史
的
和
解
と
も
い
う
べ
き
ロ
カ
ル
ノ
条

約
、戦
争
の
放
棄
を
誓
っ
た
不
戦
条
約
の
締
結
と
い
う
形
で
現
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、

人
種
主
義
の
台
頭
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
非
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
排
撃
す
る
秘
密
結
社
Ｋ

Ｋ
Ｋ
が
息
を
吹
き
返
し
、
一
九
二
四
年
の
移
民
法
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
を
事
実

上
閉
ざ
す
結
果
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
ナ
チ
党
の
指
導
者
ヒ
ト
ラ
ー
が
、
人
種
主

義
的
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
全
面
的
に
展
開
し
て
い
く
。
日
本
で
も
関
東
大
震
災
の
直
後

に
、
朝
鮮
人
を
虐
殺
す
る
事
件
が
起
き
た
。

　
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
世
界
が
奈
落
の
底
へ
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と
転
落
し
て
い
く
の
は
一
九
三
〇
年
代
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
扱
う
の
が
第
四
章
で
あ

る
。
世
界
恐
慌
は
欧
米
列
強
に
は
打
撃
と
な
る
一
方
、ソ
連
は
そ
の
影
響
を
受
け
ず
、

工
業
生
産
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
裏
側
で
は
農
村
経
済
の

恐
る
べ
き
破
綻
か
ら
、
数
百
万
人
に
も
上
る
餓
死
者
を
出
し
て
い
た
と
い
う
。
加
え

て
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
、
日
中
戦
争
と

世
界
各
地
で
戦
争
が
勃
発
し
、
一
般
市
民
を
無
差
別
に
殺
戮
す
る
戦
争
の
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
化
も
始
ま
る
。

　
第
五
章
で
は
、主
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
と
冷
戦
の
始
ま
り
が
描
か
れ
る
。

た
だ
日
本
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
真
珠
湾
攻
撃
と
そ
れ
に
続
く
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア

の
宣
戦
布
告
に
関
し
て
、「
日
独
伊
三
国
同
盟
に
も
と
づ
い
て
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ

ア
は
ア
メ
リ
カ
に
宣
戦
布
告
し
た
」（
一
五
五
頁
）
と
あ
る
の
は
、
や
や
誤
解
を
招

く
表
現
だ
。
加
藤
陽
子
が
三
国
同
盟
の
条
文
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う

に）
2
（

、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
は
三
国
同
盟
を
結
ん
で
い
た
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
宣
戦
布

告
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
攻
撃
し
て
こ
な
い
限
り
、
三
国
に
よ
る

武
力
行
使
も
含
め
た
援
助
義
務
は
発
生
し
な
い
か
ら
だ
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
ア
メ
リ
カ
に

宣
戦
布
告
し
た
理
由
は
、
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
本
書
で
は
「
ソ
連
の
参
戦
と
二
都
市
へ
の
原
爆
投
下
を
受
け
て
、
日
本
政
府

は
一
四
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
降
伏
し
た
」（
一
六
八
頁
）
と
あ
る
。
山

川
出
版
社
の
高
校
歴
史
教
科
書
で
も
、日
本
が
降
伏
し
た
日
と
し
て
、『
詳
説
世
界
史
』

が
八
月
一
四
日
、『
詳
説
日
本
史
』
が
九
月
二
日
（
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
日
本
が

降
伏
文
書
に
調
印
し
た
日
）
と
割
れ
て
い
る
の
は
結
構
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
は

八
月
一
四
日
説
を
採
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
佐
藤
卓
己
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

よ
う
に
、多
く
の
国
で
は
対
日
戦
勝
記
念
日
が
九
月
二
日
（
ま
た
は
三
日
）
で
あ
り
、

外
国
の
教
科
書
の
大
半
は
九
月
二
日
に
日
本
が
無
条
件
降
伏
し
た
と
記
述
し
て
い

る）
3
（

。
ち
な
み
に
評
者
の
手
元
に
あ
る
ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
中
等
段
階
II
の
歴
史

教
科
書
を
見
て
み
よ
う
。
日
本
が
終
戦
に
至
る
く
だ
り
は
、
こ
う
だ
。「
ア
メ
リ
カ

が
八
月
六
日
と
九
日
に
広
島
と
長
崎
に
原
爆
を
投
下
し
た
後
、
日
本
が
一
九
四
五
年

九
月
二
日
に
降
伏
し
て
や
っ
と
、
ア
ジ
ア
で
は
戦
争
が
終
わ
っ
た）

4
（

」。
別
に
世
界
標

準
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
が
、八
月
一
四
日
か
ら
一
五
日
未
明
に
か
け
て
秋
田
市
、

小
田
原
市
、
高
崎
市
、
熊
谷
市
、
伊
勢
崎
市
な
ど
五
都
市
で
死
者
三
七
六
人
、
負
傷

者
三
二
三
一
人
を
出
す
米
軍
に
よ
る
空
襲
が
あ
っ
た
こ
と
、
日
ソ
戦
争
が
八
月
い
っ

ぱ
い
続
い
た
こ
と
な
ど
を
見
る
と
、
八
月
一
四
日
に
終
戦
と
見
る
の
は
や
や
無
理
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
第
六
章
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
朝
鮮
戦
争
を
皮
切
り
に
核

戦
争
の
危
機
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
一
方
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
に
グ
ロ

ー
バ
ル
な
反
核
平
和
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
。
著
者
は
こ
の
時
代
を
「
ア
メ
リ

カ
化
」
と
「
脱
ア
メ
リ
カ
化
」
で
説
明
す
る
。
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
と
い
っ
た
電
化
製

品
や
自
動
車
の
あ
る
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様
式
が
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な

っ
て
い
く
の
が
前
者
で
あ
る
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
に
代
表
さ
れ

る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
の
左
翼
政
権
の
成
立
と
自
立
化
、
イ
ラ
ク
革
命
の
よ
う

な
中
東
で
の
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
の
勢
力
拡
大
、
日
本
の
内
灘
や
砂
川
で
の
米
軍
基
地

反
対
闘
争
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
に

代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
動
き
で
す
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
立
化
、
脱
ア
メ

リ
カ
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す
る
（
二
〇
三
頁
）。

　
第
七
章
で
は
、
近
年
「
一
九
六
〇
年
代
」「
一
九
六
八
年
」
と
、
特
別
な
意
味
合

い
を
持
た
せ
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
一
九
六
〇
年
代
が
描
か
れ
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
学
生
運
動
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
、
公
民
権
運
動
、
中
国
の
文
化
大
革
命
な

ど
、
若
者
や
学
生
に
よ
る
体
制
へ
の
異
議
申
し
立
て
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い

っ
た
時
代
で
あ
る
。
特
に
現
行
の
世
界
史
教
科
書
で
は
必
ず
し
も
多
く
の
頁
が
割
か

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
「
一
九
六
八
年
」
に
関
し
、
本
書
で
は
一
節
を
設
け
て
、
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大
学
紛
争
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
か
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
、
詳
し
く

述
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
し
た
い
。
た
だ
「
べ
兵
連
」（
二
四
八
頁
、

二
五
七
頁
）
は
「
べ
平
連
」
の
、「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
」（
二
五
七
頁
）
は
「
キ

リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
」
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
（
校
正
時
追
記
：
こ
れ
ら
の
点

は
第
二
版
に
て
修
正
さ
れ
た
）。

　
第
八
章
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
が
扱
わ
れ
る
。
六
〇
年
代
に
発
生
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
市
民
運
動
が
、
世
界
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
転
換
期
と
言
え
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
と
中
国
の
文
化
大
革
命
は
終
焉
を
迎
え
る
一
方
、
西
ド
イ
ツ
や
日
本
で
は
「
過
去

の
克
服
」
が
始
ま
っ
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
訪
問
し
た
西
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ト
首
相
は

ユ
ダ
ヤ
人
犠
牲
者
記
念
碑
の
前
で
ひ
ざ
ま
ず
き
、
日
本
は
日
中
国
交
正
常
化
に
伴
う

日
中
共
同
声
明
で
戦
争
責
任
を
認
め
て
謝
罪
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
西
ド
イ
ツ

で
は
「
六
八
年
運
動
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ナ
チ
の
過
去
を
直
視
し
よ
う
と
す
る
市

民
意
識
な
ど
が
あ
っ
て
こ
そ
と
著
者
は
指
摘
す
る
（
二
七
一
頁
）。

　
第
九
章
は
、
冷
戦
が
終
焉
を
迎
え
る
一
九
八
〇
年
代
を
描
く
。
自
由
と
民
主
主
義

を
渇
望
す
る
人
々
が
、世
界
を
変
え
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、台
湾
、

韓
国
、
チ
リ
と
東
ア
ジ
ア
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
の
民
主
化
が
先
行
し
、
ソ
連
の
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
も
助
け
ら
れ
て
、
東
欧
の
民
主
化
が
こ

れ
に
続
い
た
。
八
九
年
一
一
月
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
一
二
月
に
は
マ
ル
タ

会
談
で
米
ソ
首
脳
が
「
冷
戦
の
終
結
」
を
宣
言
す
る
に
至
る
。

　
最
後
の
第
十
章
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。「
冷
戦
の
終
結
」

を
受
け
て
、
世
界
で
和
解
ム
ー
ド
が
巻
き
起
こ
る
中
、
九
一
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平

協
定
を
受
け
て
、
同
国
の
内
戦
は
終
焉
に
向
か
い
、
九
三
年
の
オ
ス
ロ
合
意
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
中
東
和
平
も
進
展
を
見
せ
た
。
一
方
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
や
ル
ワ

ン
ダ
で
内
戦
が
勃
発
し
、悲
惨
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
起
き
る
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

著
者
は
「
一
九
八
〇
年
代
が
民
主
化
に
よ
る
希
望
の
時
代
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、

一
九
九
〇
年
代
は
明
る
い
未
来
の
予
測
が
裏
切
ら
れ
、
世
界
が
内
戦
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
に
よ
っ
て
血
塗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
時
代
だ
っ
た
」
と
総
括
す
る
（
三
三
九
頁
）。

　
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、
二
一
世
紀
の
幕
開
け
で
あ
る
。
九・一
一
の
同
時
多
発
テ
ロ
と

多
国
籍
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
フ
セ
イ
ン
政
権
打
倒
、

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ア
メ
リ
カ
で
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕
生
な
ど
が
素
描
さ

れ
、「
人
類
は
進
歩
す
る
の
か
？
」
と
著
者
は
問
う
。

              

３

　 　
高
校
歴
史
教
科
書
の
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
二
〇
世
紀
の
世
界
史
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
試
み
で
描
く
本
書
の
試
み
は
、十
分
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

著
者
に
よ
る
と
、
世
界
史
Ａ
・
Ｂ
だ
け
で
な
く
、
日
本
史
Ａ
・
Ｂ
の
教
科
書
に
も
か

な
り
目
を
通
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
の
な
か
に
落
と
し
込
ん
だ
と
い
う
。
例
え
ば

本
書
で
は
一
九
五
〇
年
代
を
ア
メ
リ
カ
化
と
脱
ア
メ
リ
カ
化
と
い
う
矛
盾
し
た
二
つ

の
方
向
性
を
持
つ
時
代
と
捉
え
、
後
者
の
例
と
し
て
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
の
興
隆
と
エ

ジ
プ
ト
革
命
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
と
共
に
、
日
本
で
の
内
灘
や
砂
川
に
お
け
る
米
軍
基

地
撤
去
を
求
め
る
闘
争
を
挙
げ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
基
地
反
対
闘
争
の
結

果
、
日
本
本
土
の
米
軍
基
地
は
徐
々
に
削
減
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
基
地
が
沖
縄
に
移

転
さ
れ
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
現
在
ま
で
続
く
沖
縄
の
基
地
負
担
の
し
わ
寄
せ
が

進
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
著
者
は
言
及
を
忘
れ
な
い
（
二
一
六
頁
）。

　
一
方
、
高
校
歴
史
教
科
書
を
ベ
ー
ス
に
し
た
本
書
の
課
題
と
し
て
二
点
挙
げ
て
お

き
た
い
。
一
点
目
は
、
教
科
書
の
タ
テ
の
比
較
に
も
触
れ
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
時
系
列
上
の
記
述
の
変
化
で
あ
る
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、
山
川
の
『
詳
説
世
界
史
』
で
も
時
代
に
よ
っ
て
記
述
が
変
化
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
学
説
の
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
の
点
で
著
者
は
、
前
著
『
教
養
の
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グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
で
は
、
ジ
ャ
ワ
島
で
の
「
強
制
栽
培
制
度
」
に
つ
い

て
、
教
科
書
の
記
述
の
変
化
を
指
摘
し
て
お
り
、
評
者
も
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
同
制
度
は
一
九
世
紀
に
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
が
、
コ
ー
ヒ
ー
や
サ
ト
ウ

キ
ビ
な
ど
の
商
品
作
物
を
強
制
的
に
住
民
に
栽
培
さ
せ
る
悪
名
高
い
も
の
と
さ
れ
て

き
た
が
、
最
近
の
教
科
書
で
は
、
必
ず
し
も
ジ
ャ
ワ
島
民
に
と
っ
て
過
酷
な
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
栽
培
賃
金
が
農
村
を
う
る
お
し
た
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
点
を
挙
げ
、「
強
制
栽
培
制
度
」
と
い
う
言
い
方
も
、
最
近
で
は
「
政
府
栽
培
制

度
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
表
現
が
採
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
う
い
う
学
説
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
教
科
書
の
記
述
の
変
遷
が
、
本
書
で
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
れ
ば
と
思
う
の
だ
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

二
点
目
は
、
教
科
書
間
の
ヨ
コ
の
比
較
に
も
触
れ
て
は
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
基
本
的
に
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
各
社
の
教
科
書
間
に
は
結

構
、
記
述
に
違
い
も
あ
る
。
例
え
ば
義
和
団
事
件
の
所
で
出
て
く
る
清
の
西
太
后
の

記
述
を
見
て
み
よ
う
。
山
川
出
版
社
の
『
高
校
世
界
史
Ｂ
』（
改
訂
版
、
二
〇
一
九

年
）
で
は
、「
そ
の
ぜ
い
た
く
ぶ
り
は
有
名
で
、
戦
艦
十
数
隻
分
の
予
算
を
み
ず
か

ら
の
宮
殿
の
再
建
費
用
に
流
用
し
た
。
死
後
お
く
ら
れ
た
名
称
は
、
歴
代
皇
帝
で
す

ら
19
字
前
後
で
あ
る
の
に
、
彼
女
は
25
字
も
あ
り
最
長
で
あ
る
」（
二
〇
一
頁
）
と
、

西
太
后
が
稀
代
の
悪
女
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
京
書
籍

の
『
新
選　

世
界
史
Ｂ
』（
二
〇
二
〇
年
）
で
は
、「
李
鴻
章
な
ど
漢
人
出
身
の
洋
務

派
官
僚
を
登
用
し
、
み
ず
か
ら
も
政
治
改
革
に
取
り
組
む
な
ど
先
見
の
明
を
も
っ
て

い
た
」（
一
九
六
頁
）
と
彼
女
の
巧
み
な
政
治
力
を
評
価
す
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
教
科
書
間
で
評
価
が
異
な
る
記
述
を
取
り
上
げ
、
そ
の
背
後
に
あ
る
学

説
の
違
い
な
ど
に
も
踏
み
込
ん
で
い
れ
ば
と
思
わ
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
本
書
を
通
読
す
る
と
二
〇
世
紀
と
そ
れ
に
連
な
る
現
在
は
、
戦

争
と
テ
ロ
の
時
代
だ
っ
た
と
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
冷
戦
が
終
わ
っ
た
と
思

っ
た
ら
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
や
ル
ワ
ン
ダ
の
内
戦
、
そ
れ
に
伴
う
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、

九
・
一
一
の
同
時
多
発
テ
ロ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
…
…
。
読
み
進
め
る
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
気
持
ち
が
暗
く
な
っ
て
く
る
ほ
ど
だ
。
そ
れ
で
も
著
者
は
エ
ピ
ロ
ー
グ

で
「
二
〇
世
紀
の
人
類
史
を
み
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
、
紆
余
曲
折
し
つ
つ
も
そ
う

し
た
困
難
を
で
き
る
か
ぎ
り
回
避
し
な
が
ら
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
で
き

る
」（
三
四
六
頁
）
と
記
し
て
、
将
来
に
一
縷
の
光
を
見
て
い
る
。
評
者
も
同
感
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
歴
史
教
育
に
関
し
て
は
、
本
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）
か
ら
高

校
で
は
近
現
代
史
中
心
の
「
歴
史
総
合
」
が
新
科
目
と
し
て
創
設
さ
れ
、
必
修
化
さ

れ
た
が
、
本
書
は
そ
の
参
考
書
と
し
て
も
ぴ
っ
た
り
で
あ
ろ
う
。
近
現
代
の
歴
史
研

究
者
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
高
校
や
大
学
で
歴
史
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
教
員
に

こ
そ
、
本
書
を
薦
め
た
い
。
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  （
１
）	

『
角
川
世
界
史
辞
典
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
三
八
三
頁
。
同
項
目
の

執
筆
は
永
原
陽
子
。

  （
2
）	

加
藤
陽
子
『
戦
争
ま
で

―
歴
史
を
決
め
た
交
渉
と
日
本
の
失
敗
』
朝
日
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
、
二
〇
六
頁
。

  （
３
）	

佐
藤
卓
己
『
増
補 

八
月
十
五
日
の
神
話

―
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
ち
く

ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
二
二
九
頁
。

  （
４
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rundw
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ornelsen Verlag, 

2017, S. 189.
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